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研究要旨 

本研究の目的は、国内外からのツーリストが多い沖縄県において、沖縄県を訪れる外国籍 MSM

の感染リスク行動を明らかにするための多言語対応のMSM向けHIV感染リスク行動調査の質問

紙を作成することである。過去の MSM を対象にコミュニティベースで実施されてきたアンケー

ト項目をすべて収集し、外国籍 MSM に対して尋ねるべき項目を選択する作業を実施した。 

日本における外国籍 MSM における新規 HIV 感染者、新規 AIDS 患者報告数は近年増加して

おり、日本を訪問する外国籍 MSM の実態把握、予防行動の実態把握と対策の考案は急務である。   

初年度は、外国籍 MSM が回答可能な多言語アンケートシステムの構築を行い、今年度は調査

を試行した。その結果、回答者数が少なく、今後も継続して調査を実施する必要があるが、日本

での性行動は日本の MSM と同程度行われている一方で、日本における HIV 検査の情報が浸透し

ておらず、検査機会が少ない状況であることが示唆された。 

 

Ａ．研究目的 

本研究の目的は、国内外からのツーリスト

が多い沖縄県において、沖縄県を訪れる外国

籍 MSM の感染リスク行動を明らかにするた

めの多言語対応のMSM向けHIV感染リスク

行動調査の質問紙を作成し、 ニーズを把握

することである。 

 

Ｂ．研究方法 

過去の MSM を対象にコミュニティベース

で実施されてきたアンケート項目をすべて収

集し、外国籍 MSM に対して尋ねるべき項目

を選択する作業を実施した。性指向、出身国、

年齢、職業、などの基礎項目、過去 6 か月に

使用したゲイ向け商業施設、生涯や過去 1 年

の HIV 検査行動、性行動など 25 問である。

アンケートの依頼文、質問項目については、

英語版のみならず、中国語版も作成し、多言

語に対応したものとした。質問項目一覧は資

前年度報告書に添付したとおりである。 

 

Ｃ．研究結果 

初年度に開発、作成したアンケートシステ

ムを活用し、本年度は日本に滞在する外国籍

MSM の実態調査を試行した。 

得られた回答は 55 人で、そのうち男性 44

人（80.0%）で女性 11 人（20.0%）であった。

44 人を対象にこれ以降の分析を進めた。 

44 人の回答者のうち、出身国をアメリカ、

フランス、ドイツ、イタリアなどの欧米と回

答した人は 25人（56.8%）、韓国、中国などア

ジアと回答した人は 5 人（11.4%）、日本と回

答した人は 14人（31.8%）であった。 

さらに国籍を欧米、アジア、日本に分類し

分析を進めた。回答者の平均年齢±標準偏差

は欧米 30.0±7.2 歳、アジア 33.0±1.9 歳、

日本 32.4±7.3 歳であった。ゲイであると回

答した割合は欧米 72.0%、アジア 100%、日本

71.4%であった。 

 国籍別に HIV 検査に関して回答した内容を



表１、表２にまとめた。滞在期間について、

欧米国籍は様々であり、3か月未満で 60%を占

め、1年～5年も 24.0%であった。アジアはす

べてが 1週間以内で、来日目的は旅行であっ

た。過去６カ月間に、日本でセックスをした

経験については有意差はみられず、欧米

60.0%、アジア 40.0%、日本は 71.4%であった。 

日本国籍（85.7%）と比べ、日本に来てから

HIV や性感染症の検査を受けたいと思ったこ

とがある割合は欧米 36.0%、アジア 20.0%と低

かった（p<0.01）。一方で日本では、保健所で

HIV 検査を無料・匿名で受けられることを

知っている割合も同様で、日本 78.6%に比べ、

欧米 28.0%、アジア 0.0%であった（p<0.01）。

これまでに HIV 検査を受けたことがある割合

は 60.0%～88.0%（p=0.24）と変わらない一方

で、日本で HIV 検査を受けたことがある割合

は、日本 57.1%に比べて、欧米 20.0%、アジア

0.0%と低かった（p=0.02）。 

表１ 国籍別 基本属性 

あなたは日本にどれぐらい滞在していますか（通算）？

1週間以内 3 12.0% 5 100.0% 0 0.0% 8 18.2% <0.01

1カ月未満 5 20.0% 0 0.0% 1 7.1% 6 13.6%

1カ月～3カ月 7 28.0% 0 0.0% 0 0.0% 7 15.9%

3カ月～1年 3 12.0% 0 0.0% 0 0.0% 3 6.8%

1年～5年 6 24.0% 0 0.0% 0 0.0% 6 13.6%

10年以上 1 4.0% 0 0.0% 13 92.9% 14 31.8%

日本に来た目的を教えてください。

日本生まれ 0 0.0% 0 0.0% 10 71.4% 10 22.7% <0.01

留学、研修など 9 36.0% 0 0.0% 0 0.0% 9 20.5%

仕事で 7 28.0% 0 0.0% 1 7.1% 8 18.2%

旅行で 7 28.0% 5 100.0% 1 7.1% 13 29.5%

その他 2 8.0% 0 0.0% 2 14.3% 4 9.1%

あなたは、過去６カ月間に、日本でセックスをしたことがありますか。

ある 15 60.0% 2 40.0% 10 71.4% 27 61.4% 0.45

ない 10 40.0% 3 60.0% 4 28.6% 17 38.6%

国籍
合計

欧米 アジア 日本
Pearson の

カイ 2 乗

n=25 n=5 n=14 n=44

 

表２ 国籍別 検査行動 

あなたは日本に来てからHIVや性感染症の検査を受けたいと思ったことがありますか？

ある 9 36.0% 1 20.0% 12 85.7% 22 50.0% <0.01

ない 16 64.0% 4 80.0% 2 14.3% 22 50.0%

あなたは、日本では、保健所でHIV検査を無料・匿名で受けられることを知っていますか？

知っている 7 28.0% 0 0.0% 11 78.6% 18 40.9% <0.01

知らない 18 72.0% 5 100.0% 3 21.4% 26 59.1%

あなたはこれまでにHIV検査を受けたことがありますか？

ある 22 88.0% 3 60.0% 10 71.4% 35 79.5% 0.24

ない 3 12.0% 2 40.0% 4 28.6% 9 20.5%

あなたは日本でHIV検査を受けたことがありますか？

ある 5 20.0% 0 0.0% 8 57.1% 13 29.5% 0.02

ない 20 80.0% 5 100.0% 6 42.9% 31 70.5%

日本アジア欧米

国籍
合計 Pearson の

カイ 2 乗

n=44n=14n=5n=25

 

 

Ｄ．考察 

 日本における外国籍 MSM における新規 HIV

感染者、新規 AIDS 患者報告数は近年増加して

おり、日本を訪問する外国籍 MSM の実態把握、

予防行動の実態把握と対策の考案は急務であ

る。沖縄県は、MSM 向けツーリズムの受け入

れ先として人気が高く、多くの日本国籍 MSM

が沖縄県を訪問している実態を H27,H28 年度

に実施した研究で示した。 

2018 年の暦年（1～12 月）の入域観光客数

が前年比 4・7％増（44 万 6200 人増）の 984

万 2400 人になったと発表した。台風や麻疹

（はしか）の影響で前年割れの月があったも

のの、6 年連続で過去最高を更新した。国籍

別にみると、台湾が 13・0％増の 88 万 9700

人、韓国が 6・2％増の 55万 5500 人、中国が

25・5％増の 63万 2400 人となっており、近隣

アジア国からの観光客が多いことが想定され

る。初年度に開発、作成したアンケートシス

テムを活用し、2019 年には、日本に滞在する

外国籍 MSM の実態調査を試行した。 

その結果、回答者数が少なく、今後も継続

して調査を実施する必要があるが、日本での

性行動は日本の MSM と同程度行われている一

方で、日本における HIV 検査の情報が浸透し

ておらず、検査機会が少ない状況であること

が示唆された。 

 

Ｅ．結論 

 日本における外国籍 MSM における新規

HIV 感染者、新規 AIDS 患者報告数は近年増

加しており、日本を訪問する外国籍 MSM の

実態把握、予防行動の実態把握と対策の考案

は急務である。外国籍 MSM が回答可能な多

言語アンケートシステムの構築を行い、今年

度は調査を試行した。またアジア圏の来日者

の急増も鑑み、中国語でも回答可能なアン

ケートを構築した。次年度も調査を継続し、

実態の解明につなげる。 
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